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今
年
の
新
書
大
賞
を
受
賞
し
今
評
判
の
、
斎
藤
幸
平
著
『
人
新
世
の
「
資
本
論
」
』
を
読
ん
だ
。 

「
人
新
世
」
と
は
、
地
質
学
上
の
新
用
語
で
「
完
新
世
」
に
続
く
時
代
で
あ
る
。
著
者
は
「
人
類
の
経
済

活
動
が
全
地
球
上
を
覆
っ
て
し
ま
っ
た
時
代
」
と
定
義
し
、「
人
新
世
」
時
代
の
気
候
変
動
や
環
境
破
壊
は

「
ポ
イ
ン
ト
・
オ
ブ
・
ノ
ー
リ
タ
ー
ン
」
寸
前
に
あ
る
と
認
識
す
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
が
加
速
す

る
現
在
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
よ
う
な
、
成
長
を
続
け
な
が
ら
の
二
酸
化
炭
素
削
減

は
不
可
能
で
あ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
「
大
衆
の
ア
ヘ
ン
」
と
断
ず
る
。 

著
者
は
資
本
主
義
が
生
ん
だ
気
候
変
動
問
題
、
南
北
問
題
、
格
差
問
題
等
は
、
資
本
主
義
を
温
存
し
た

ま
ま
で
は
解
決
で
き
な
い
と
考
え
、
活
字
化
さ
れ
て
い
な
い
晩
年
の
マ
ル
ク
ス
の
「
研
究
ノ
ー
ト
」
か
ら
、

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
社
会
主
義
に
着
目
す
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
私
た
ち
は
資
本
主
義
を
脱
し
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
生
産
手
段
な
ど
の
生
活
に
不
可
欠
な
「
コ
モ
ン
」
を
自
分
た
ち
で
共
同
管
理
す
る
「
脱
成
長
コ
ミ
ュ

ニ
ズ
ム
」
に
進
む
べ
き
だ
と
結
論
す
る
。 

「
脱
成
長
」
と
言
え
ば
、
Ｊ.

ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
の
「
進
歩
的
な
資
本
主
義
」
や
広
井
良
典
の
「
定
常
型
社

会
」
が
、「
コ
モ
ン
」
と
言
え
ば
宇
沢
弘
文
の
「
社
会
的
共
通
資
本
」
が
直
ぐ
に
頭
に
浮
か
ぶ
が
、
Ｙ
世
代

の
著
者
は
先
人
達
の
論
考
を
、
い
ず
れ
も
微
温
的
で
資
本
主
義
の
超
克
を
目
指
し
て
い
な
い
と
批
判
す
る
。

最
終
章
で
は
、
Ｚ
世
代
の
グ
レ
タ
嬢
や
ウ
ォ
ー
ル
街
占
拠
運
動
を
例
に
挙
げ
、「
３
・
５
％
」
の
人
が
団
結

す
れ
ば
社
会
は
大
き
く
変
え
ら
れ
る
と
、
変
革
へ
の
道
を
説
く
。 

 

若
手
経
済
思
想
家
に
よ
る
マ
ル
ク
ス
未
発
表
の
文
献
に
基
づ
く
現
代
資
本
主
義
の
分
析
は
、
新
鮮
で
面

白
か
っ
た
が
、
結
論
部
の
「
脱
成
長
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
」
構
想
に
は
疑
問
が
残
っ
た
。
実
現
す
る
に
は
人
々

の
価
値
観
の
大
転
換
が
必
要
と
な
る
が
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ま
た
、
権
力
や
財
力
を
握
っ
て
い

る
側
の
抵
抗
は
強
固
な
も
の
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。 

私
自
身
に
で
き
る
こ
と
は
消
費
の
抑
制
程
度
で
、
こ
れ
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
大
き
く
変
え
る
こ

と
は
で
き
そ
う
も
な
い
。
逃
げ
切
り
世
代
の
我
々
は
、
未
来
に
生
き
る
若
者
世
代
に
席
を
譲
る
べ
き
か
。 

 


